
（記入例）

一般競争入札参加資格確認申請書

令和 年 月 日

沖縄県知事 殿

申請者 郵 便 番 号

住所又は所在地

商 号 又 は 名 称

代 表 者 職 氏 名 印

電 話 番 号

一般競争入札参加資格確認申請書の提出について

一般競争入札に参加を希望しますので、下記のとおり関係書類を提出します。

資格確認資料の内容については事実と相違ないことを誓約します。

記

１ 公告年月日 令和６年３月４日（金）

２ 業務名 本庁舎等消防用設備保守点検業務

３ 業務場所 那覇市泉崎１丁目２番２号（本庁舎）

名護市大南１丁目13番11号（北部合同庁舎）

沖縄市美原１丁目６番34号（中部合同庁舎行政棟）

那覇市旭町112-18 （旭町会館）

那覇市寄宮１丁目７番１号（知事公舎）

４ 資格確認資料記載責任者氏名 電話番号

５ 資格確認項目

（１） 地方自治法施行令第167条の４の規定に該当しない者であること。

【記入例：該当しない。】

（２） 会社更生法に基づく更生手続開始の申立てがなされている者又は民事再生法

に基づく再生手続開始の申立てがなされている者でないこと。

【記入例：該当しない。】

（３） 競争参加資格確認申請書等の提出期限の日から落札の時までの期間に指名停止

を受けていないこと。



【記入例：令和○年○月○日現在（申請書等の提出日現在）において指名停止

措置を受けていない。】

（４） 入札に参加しようとする者の間に資本関係又は人的関係がないこと。

【記入例：本案件の入札参加について、他の入札参加者との間に資本関係又は人

的関係はない。】

（５） 警察当局から、暴力団員が実質的に経営を支配する建設業者又はこれに準ずる

ものとして、沖縄県発注工事等からの排除要請があり、当該状況が継続している

者でないこと。

【記入例：警察当局からの排除要請はない。】

（６） 沖縄県内に本社（店）を有する者であること。

【記入例：別添のとおり該当する。】

※法人登記謄本（写し）を添付する。

（７） 県本庁舎と同等規模以上(延べ床面積約70,000m2)で同等消防設備（総合操作盤、

スプリンクラー及びハロゲン化物並びに泡消火設備、非常コンセント設備等）を

有する建物の消防用設備保守点検業務について、過去５年以内に１年間以上の実

績を有すること。

【記入例：別紙のとおり該当する。】

※当該契約書の写し、設備規模資料等を提出する。

（８） 次の技術資格者を配置できること。

①点検等業務 (資格の兼任可)

・消防設備士甲種１～５類及び乙種６類の有資格者・・・２名以上

・第１種消防設備点検資格者・・・３名以上

・第２種消防設備点検資格者・・・３名以上

②緊急対応業務 (資格の兼任可)

・消防設備士甲種１～５類の有資格者・・・２名以上

・甲種４類又は乙種４・７類を有している電気工事士等・・・１名以上

なお、上記①と②は兼任可

【記入例：様式１とおり該当する。】

※資格証を添付する。

※有効な健康保険被保険者等の写し、又は雇用保険被保険者資格取得等

確認通知書の写しを添付する。

（９） 消防設備の故障等緊急時に24時間（休日も含む）、各現場に１時間以内に

到着し、迅速に対応できること。

【記入例：別紙のとおり該当する。】

※現場到着までの時間的流れを示す書類を添付する。


